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セ ップ ・リンハ ル ト(ウ ィー ン大 学)
1.改 革前東 ヨー ロッパ社会主義 国にお ける 日本研究 の状況
今回主催者 の国際 日本 文化研究 センターか ら私 に与 え られたテーマは
大変難 しい もので ございます。 このテーマはこれか らの世界の 日本研究
に とって非 常に重 要なテーマであ ると私 もよ く認識 してお りますが、私
は主 催者側 の期待 に応 えられ るか どうか分か りません 。私 は今 まで27年
間 ヨー ロッパで 日本研究 をいた してまい りましたが 、特 に ヨー ロ ッパ 、
あ るいは東 ヨー ロッパにお ける日本研究の研究 を して きた わけでは ござ
い ません し、東 ヨー ロッパ あるいは社会主義の専門家で もございません。
それに もかかわ らず このテーマのス ピーカー として主催者が私 を選んだ
理由は二っ考 えられます。第一の理由は、私 は二年前 ヨーロッパ 日本研
究協会の会長 に就 任 した ことか ら、会長の仕事の一部 として東 ヨー ロッ
パの 日本研究者 とも連絡を取 り、東 ヨーロ ッパの 日本研究 につ いてあ る
程度の情報を得な ければな らなか った と思 われ てい るであろうとい うこ
と。そ して第二の理由は 、私の母国オース トリァは東 ヨーロ ッパ諸国 と
隣 りあってい るため、東 ヨーロッパ諸 国につ いての情報 は特 に手 に入 り
易 いと思われたのか もしれ ない とい うことです 。オース トリァの首都で
あるウ ィー ンは 、日本の大使館 、新聞社 、商社 な どのために もう何十年
間 も東 ヨー ロッパの情報デ ータ ・バ ンクの役割 を果た してお ります。 こ
の私の説明が あってい るか どうかはわか りませ んが、私 は前 もって 申し
上 げておか なけれ ばな らないことが ござい ます。私 は東 ヨーロ ッパの 日
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本研究者の体系的 なサー ヴェーをお こなった こ とが ご ざいません。 そ う
いうサー ヴ ェー としては国際交流基金 の四年前 に出た便利な本 「ソ連 ・
東欧にお ける 日本研究』があ りま して、私 もこの話 を準備す る ときに非
常によ く参考 に させていただ きま した。 しか しこ うい う体系的 な報告書
と違 って 、私は主 に自分 自身の体験 に もとつ いて東 ヨーロ ッパの 日本研
究について話 を させていただ きたい と思 います 。
東 ヨー ロ ッパは ソビエ ト連邦 を含 め ると九つの国 か らな って います 。
日本学 、 日本研究の発展は この九つ の国 々それ ぞれ によって大分違 って
います。その中にはソ ビエ ト連邦 のよ うに 日本学の歴史 を江戸時代 にま
で さかのぼれ る国 も、アルバニァのよ うに 日本学の研究 を未だ全然や っ
てない国 もござい ます。 この二つ の国は極端 な事例で あ り、その他の七
つの国では 日本研究が この二つ の発展段 階の中の どこか に位置づ け られ
ます。 しか しある国で 日本学 の歴史が割合 に早 い時点 に始 まった として
も、それはその国の 日本学 の現状 につ いてなに も語 って いません 。ヨー
ロッパの歴 史に断絶が多いよ うに、 この ヨーロ ッパの 日本研究の歴史 に
も断絶はた くさん ございます 。 こうい う日本研究の断絶の事例 として は
ハ ンガ リーが あげ られます 。ハンガ リー人 は 日本人が大変好 きで ご ざい
まして、最 近の世論調査 による と、ハ ンガ リー人の好 きな民族第二位が
日本人 とい うこ とにな っています 。ハ ンガ リー人の多 くが 日本人 はハ ン
ガ リー人の親族で あると思ってい るらしいのです 。こ うい う関係 もご ざ
いまして 、19世 紀の後半 、20世 紀 の初 めにハンガ リー人 によ る優れた 日
本研究が ござい ましたが、第二次大戦後 ハンガ リーでは 日本学が いつの
間にか消 えて しまいまして、つ い最近 までは殆 どなに もなか ったわけで
ございます。
簡単に戦後いわ ゆる社会主義体制 の下 で 日本学が発達 した国 、あま り
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発達 しなかった国 と全 然発達 しなか った国の三段階 に分類 してみ る と、
ソビエ ト連邦 、ポー ラン ド、チ ェコスロバ キァ、東 ドイツの 四 力国が 、
日本学が大学 の研 究機関か らみて も、論文 の数 と質か らみて も、研究者
と学生の数 か らみて も、一番進 んでいる最初の グル ープ に属す るので は
ないか と思い ます。残 りの五 力国の中のブルガ リァ とユ ーゴスラ ビァ と
ハ ンガ リーにお きましては 日本研究 、 日本学 は少 しあるにもかかわ らず 、
まだ成熟 してお りません。ルーマニァ とアルバニァの 日本研究 につ いて
私 は一度 も聞 いた ことが ござい ませ んので、 この二つの 国が 日本研究 に
つ いては一番遅れて いると言 えるのではないか と思います 。 この国の位
置 を ヨーロ ッパの地図でながめ ると、日本 学が発達 した国は全部北 にあ
りま して、 日本学の未熟 な国は全部南に あ ります 。世界経 済体 系に南北
問題が ございます と同 じよ うに 、東 ヨー ロッパの 日本研 究の発達 に も南
北の大 きな差異が ある と思い ます。 この各国の 日本学 の発展段 階を直接
それ ぞれの国の経済力 と結 び付 けるこ ともす ぐに頭に浮かんで きますが、
そ う簡単 ではないよ うでございます 。確か に東 ドイツ とチ ェコス ロバキ
ァ とい う中央 ヨー ロッパに位置す る国 は経済的に も一番 進んではお りま
すが 、日本学 の発達性 とい う点 で トップに位置す るポー ラン ドは そうで
は ございませ ん。また経済 的に割 と恵 まれたハ ンガ リーで は、日本研究
がつ い最近までおお きな成果 を挙 げ られ ませんで した。 ソ ビエ ト連邦に
つ きましては 、この国で 日本研究が大変進 んで いることは この国の経済
力 とあま り関係が なくて、む しろ政 治的な理 由による と思 います 。
東 ヨー ロ ッパの 日本研究の外 か ら見た間違 いの多 い番付作 りは この く
らい にして 、次に これ らの東 ヨー ロッパの国々の従来の 日本研究の特色
に触れた い と思 います。最初 に東 ヨー ロッパの 日本研究機 関につ いて簡
単 に申 し上 げます と、西 ヨー ロッパ と違 って東 ヨーロ ッパでは 日本研究
3
の主 な研究機 関は大学 ではな く、いわゆ る国立 アカデ ミー とい う学生が
いない大 きな研究機 関でご ざいます。 この各国のアカデ ミーにいる 日本
研究者 がそ こで静か に研究す ることがで きました。もちろんその研究テー
マは 自分 で 自由に決 めるので はな く、国に とって重要 なテーマを研究 し
なければな りません で した 。だか らこうい う研究 の結果の多 くは一般の
人々のために公 開 されず 、出版 され もしませんで した。 ここで見逃 して
い けないのは各 国の外務省 と日本 にある大使館 の研究機 関 としての役割
で ございます 。アカデ ミーの 日本研究 もある程度 の政治 的な偏 りを しめ
してお りますが 、外務省や大使館の 日本研究は もっぱ らお国の ための政
治的 目標 にあった研究 でご ざいます 。同 じよ うな状態 は多分他 の国に も
あ るか もしれませんが 、社会主義体制国家では 日本研究 の一番優秀 な人
達が大学 に残 らないで、や は りアカデ ミーや外務省 で仕事 を したわけで
ございます 。特 に外務省 に勤務 した人々は党員でなければな らなか った
わけですか ら、1989年 秋の政治的変革の後は、彼 らはい くら頭が よ くて
も、 日本語や 日本研究の才能が あって も、一般の研 究機 関への就職 が非
常に難 しいのです 。ウ ィーン大学の事例 を挙げます と、最近 、東 ドイツ
の 日本研究者 の就職応募が二つ あ りまして 、両 方 とも前 に東 ドイツの外
務省 に勤 めていた方 で した。
第三番 目の 日本研究機 関は もちろん大学で ございます 。アカデ ミーや
外務省 の 日本研究が政治 的な関心や必要性か ら生まれた 日本研究 の偏 り
を示す と同 じよ うに、大学の 日本研究や 日本学 もまたあ る偏 りを示 して
います 。それは 日本語教育や 日本文学の翻訳への集 中的な関心 と言 えま
しょう。 日本語教育 は もちろん、 どの 日本研究の基本 に もな るはず で ご
ざいます か ら、 これ は東 ヨーロ ッパの 日本学の特色 とい うわけでは ござ
いませ ん。 しか し東 ヨーロ ッパの大学 に勤務 してい る日本研究者 の 日本
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文学の翻 訳の量は、西 ヨー ロッパ の 日本研究者 の何倍か である と思 いま
す 。私は一度 も日本語 か らの翻訳 を しなか った者 としてそれを不思議 に
思 って いたので 、いろいろな東 ヨー ロッパの 日本研究者 に聞 き調べ た結
果 、次の ことが分か りました 。西 ヨーロッパではい くら翻訳 を して も、
大学の なか の地位 を高 める助 けには な りません し、翻 訳料 として もたい
したお金 は もらえませんか ら、大学研究者の中で翻訳の仕事をや る人は
非常 にまれ でご ざいます。 日本文学の翻訳 をや る人々は大体お金を稼 ぐ
た めや業績 をあげるた めにで はな く、ある作家の作品が非常に好 きで あ
るか ら、その作家 の素 晴 らしい作品 を世 に紹介 しなけれ ばな らない とい
う義務 感で翻訳 を して お ります 。 ところが東 ヨー ロッパ では事情が違 っ
ていま した。大 学での地位 は西 ヨー ロッパ と違 って論文 の数 と学術書の
出版には あま り関係な く、その他の因子 で決定 され ています 。その 因子
とは党 員で あることとか国家体制の中で上手に動 くこととか支配者側 と
コネで結 び付いてい ることとか 、全体主義国家で どこで もいつ で も働 い
て いる因子で ございます。そ うい う状態ですか ら、論文は書かな くて も
いいわけです 。論文 を書 けばか えって ある程度 自分 自身の価値観 も表 さ
なけれ ばな りませんか ら、その価値観が全体主義国家の イデ オロギー と
合 わな ければ論文 を出版す る ことさえ も危険 なわけで ござい ます。翻訳
の仕事 では逆 に 自分 自身の価値観 を隠す ことも可能 に してい ます。 その
上 に東 ヨー ロッパの国々は閉鎖 された国であ りま したか ら、それ ぞれの
国民 は外国に対 して大 変な好 奇心を もっていま した。その社会状態の結
果 として 、日本文学の翻訳書が出 ると間 もな く売 り切 れになって しまい
ました 。もちろん翻訳 をした 日本研究者に とって も、 これは西 ヨー ロッ
パの翻訳仕事 よ りも大変満足で きる状態で ござい ます。た とえば西 ドイ
ツで は現代 日本文学の作品の翻訳 を出 して も読者は殆 どいないし、新聞、
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雑 誌に もその反響 は殆 どあ りませ ん。出版社は外国文学の紹介を 自分の
義務 として扱 っていますか ら、その義務 を最低限の規模で果 た してい る
だ けです 。資本主義社会 では利益が 出ない事業は出版社に とって も全然
面 白 くはあ りませ ん。東 ヨーロ ッパで いろいろな翻 訳がた くさんあ ると
い うこの点 では、東 ヨーロ ッパの 日本研究が優れています。.九つ の国々
で その何倍か の言語が使 われ ていますか ら、ロシア語 を別 とす れば、英
語 ・スペ イ ン語 ・フランス語の よ うな一つの大 きな文化 圏ではあ りませ
ん 。ですか ら同 じ作品は い くつかのス ラブ言語 に も翻訳 され て い ます 。
東 ドイツの場合 は事情が違 って いて 、西 ドイツの出版社 は東 で翻訳 され
て出版 された ものの 出版権 を安 く買 って西 で出版 してお り、東 で売 り切
れに なった本が西で売れ残 りとな ったケース も少 な くはあ りませんで し
た。翻訳 された作品 をみます と、支配的イデオロギーの 関係で60年 代 ま
ではプ ロレタ リア文学関係 の ものが多いですが 、70年 代 に な ります と、
世界で どこでで も紹介 されてい るものはや は り東 ヨーロ ッパで も出版 さ
れ るよ うにな りました。 このよ うな もの として は、安部公房 、三島 由紀
夫 、川端康成 、谷崎潤一郎 な どの作 品が ございますが 。
従来 の東 欧の 日本研究が西 ヨー ロッパの 日本研究 に殆 ど影響 を及 ぼさ
なか った理 由は、またスラブ言語の使用 にあ ります 。西 ヨーロッパの 日
本研究者 は 自分 の母 国語 と日本語 以外 は英語 ぐらい しか で きないのが普
通 で ございますか ら、ハンガ リー語や ポーラン ド語やチ ェコ語 では どう
い う論文が 出版 されたか全然 といっていいほど関心を示 しませんで した。
他方 、東欧の 日本研究者 は英語 とい う国際学術使 用語 で論文をあま り出
さなか ったので ご ざいます 。言 い換 えればアイァ ン ・カーテ ンが学問の
世界 に も存在 したわ けです 。
この アイアン ・カーテ ンにい くつかの穴をあけたのは東 海大学 、特に
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藤牧新平先生が全 ヨー ロッパの 日本研究 のためにお尽 くしになった努力
や 、私が現在代表 をつ とめてお ります ヨー ロッパ 日本研 究協会が その創
立 時か らとって いた政策 でござい ました。1972年 に 日本 ペ ンクラブが京
都 で初 めて大 きな 日本研究国際会議を開催 したのはあま りに も有名 な話
で ございますが 、それ は両 ヨーロッパの 日本研 究者に とって最初の接触
の機会 で もあった こ とも忘れて はいけません。それを きっかけに して東
と西 の学者達 は自発 的に、大変楽観的に ヨー ロッパの 日本研究者 の協会
を作 ろ うと決 めま した。そ して東 と西の交流 を楽 にす るためにその協会
の事務所 を中立 国オース トリァのウ ィーンに置 くことに、東西両方 の学
者が賛成 しま した。翌年 発足 した協会は最初か らいくら難 しくても東 ヨー
ロッパの学者が協会 に参加 出来 るよ うにいろいろ と工 夫 いた しま した 。
協会 が発足 した1973年 は、いわゆる 「フ.ラハの春」が ソビエ ト連邦 の軍
事介 入によって終焉 を とげてか らまだ五年 しかた って いない時で ござい
ま したか ら、東 と西 の交 流はまだ今か らでは想像 もで きないほど難 しか っ
たのです。第一 の問題 は もちろんソ ビエ ト連邦の 日本研究者の行動 で し
た。 レニ ングラー ドの 日本学者 は最初か ら協会の メンバ ーにな って参加
しましたが、主流 であ るモス クワの学者 は参加せず 、何 回手紙を出 して
も返事が来ない とい う状態で した。また、モスクワの 日本研究者が参加
しない ことはその他の国の 日本研究者 も非常 に気 に してお り、彼 らは 自
分が参加 した くて もモス クワの学者が参加するまでは参加で きないと我々
に訴 えたのです。協会の入会の誘 いに冷 たい態度 を示 したのは ソビエ ト
連邦の人々以外でチ ェコ、東 ドイツ、そ してブルガ リァの学者 で した 。
逆 に最初か らソ ビエ ト連邦の学者 の態度 を気 に しないで喜んで協会の メ
ンバーにな ったのは、 ポー ラン ドやハ ンガ リーや ユーゴスラビァの人 々
で した。協会の毎年の会費はほんの僅 かです が、西 ヨー ロッパの外貨が
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非常 に手 に入 り難 い東の学者に とっては、そのために入会で きない こと
も少 な くなか った ようで した。会費のかわ りに 日本 関係の図書 を送 って
もいいと決 まってか らは 、多 くの学者が この会費の支払 い方法 を利用 し
ま した。東 ヨーロ ッパの 日本研 究者 は外 貨 との 関係で いままで いつ も西
ヨー ロッパで三年 ごとに行われて きた ヨー ロッパ 日本研究協会に ももち
ろん参加す ることがで きませ んで した。幸 いに ヨーロ ッパ 日本研究協 会
の発足一年 前 に、世界の 日本研 究のために非常 に大事な国際交流基金 が
日本でス ター トいた しま して、基金 の援助 で最初の学会か ら毎回東欧各
国か ら日本 研究の代表者一 人を招待す る ことがで きま した。一般には東
ヨー ロッパの会 員は少なか ったのですが 、協会の役員が最初か ら今 まで
'協会次長 の役 を東 ヨー ロッパの 日本研究者 の一人の代表のために とって
お きま したので 、歴代次長 としてポーラ ン ドの コタンスキ先生や メラノ
ビッチ先生 やハ ンガ リーのヘルナーデ ィ先生が協会のた めに全力を尽 く
して くだ さい ました。
ヨー ロッパ 日本研究協会 の こうい う政策 の補足 とも言 えるか も知れ ま
せ んが 、東 海大 学が1977年 か らヨー ロッパ でい くつかの 日本会議を主 催
しま した。その中で1980年 にワルシ ャワ大学 、1984年 に東ベル リンの フ
ンボル ト大学 で開かれた二っの会議 は東 と西の 日本研究者の交流のため
に特 に大 きな意 味を持 った と思 います 。東 ヨーロ ッパの 日本研究者 と古
い関係 、深 い関係を もっている この東海大学一一東海大学は東 欧諸国か
ら日本学の学生 を 日本語教育の ために 日本 に定期的 に呼んでい る一方 で
それぞれの 国々に 日本語 の教師 を派遣 している一一 この東海大学でな け
れば、こ うい う事業 を実現 で きなか った で しょう。国際交流基金、東 海
大学 、ヨー ロッパ 日本研究協会 とい う三つの団体の15年 以上にわた る努
力 のおか げで、東 ヨーロ ッパの 日本研究の領域 にお いてはペ レス トロイ
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力が早 く始 まった とも言 えるのではないで しょうか 。
私 は ここで東 ヨー ロ ッパの 日本研 究の業績 の一つ一つ につ いて述べ る
余裕が あ りません し、そ ういう資格 も持 っていませ ん。ですか ら私 はこ
の辺 で過去の東 ヨー ロ ッパの 日本研究に関す る話 をや めて、去年の秋か
ら行 われ ている東欧の政治変革が もた らした諸 問題へ と話題 を変 えたい
と思 います 。
2.東 ヨー ロッパ諸 国の政治改革 の もた らした問題点
1989年 の夏 、秋 にそれ までだれ も夢 に も思 って いなか った ことが オー
ス トリアの隣国ハ ンガ リーにおいて相次 いで お こりました。夏の休暇を
ハ ンガ リーで過 ごして いた東独の人 々が休暇が終 わった時に彼 らの故郷
の東 ドイツに帰 らないで、 その代 わ りにハ ンガ リー とオース トリアの国
境 に向か ったのです。 そして 、この国境 でハ ンガ リー軍の兵隊た ちは東
ドイッの人々を引 き留 めよ うとしなか ったのです 。 この事件の噂 はまた
た く間に東 ドイッ に広が り、その結果 、また多 くの人 々が相次い で同 じ
ルー トで彼 らの国 、東 ドイッを離れ ました。東独の政 府は しば らくは こ
の難民 の波 を止 めよ うとしま したが 、数週間の間に諦めて東独の 国民 に
完 全な旅行 の 自由を認 めま した。しか しこの従来の政 治 を100パ ーセ ン
ト変 えた絶望 的な行動 も、東独 の社会主義体制 を救 えませんで した。一
年 も経たない うちに西 ドイツ と東 ドイツの合併が終わ って 、新 しい統一
ドイツが出来 た ことは皆 さんよ くご存 じの とお りで ござい ます。
東 ドイツの変革 は全社会主義国家 に大 きな影響 を及 ぼ し、いつの間 に
か それ ぞれの国で政治変革が行われま した。西 欧のマス ・メデ ィァ、わ
れ われ西欧の人間 も戦後冷戦時代の産物であった非人 間的政治体制が終
わって、ヨーロ ッパ に新 しい自由の時代、民主主義 の時代が到来 した と
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喜んだわけで ございます 。 それ まで西欧 で一 番重 要 なテー マで あ った
1992年 のEC共 同体 の実現 に関す る話は急に第二のテーマにな りま した。
しば らくの 間みんな東 ヨーロ ッパの諸事件ばか りを話 の種 に しま した。
しか しご存 じのよ うに この過程 はまだ終わ っていませ ん。特にブルガ リ
ア、ルーマニアでは古 い政治体制が力強 く残 っていて、われわれ西 ヨー
ロッパの人 間が理想 とす る民主主義制度の実現 までは まだ大変遠 いよ う
に思われます。今のよ うな不安定 な時代が東欧諸国の どこでで もしば ら
く続 くで しょう。 もちろん政治的な不安だ けではな く、経 済的な不安 も
あって、東 欧諸 国国民 はその経済的 な不安 を政治的に不安定 な状 態よ り
ももっ と気 に しているよ うに見 えます。共産主義 の もとの経 済制度 は も
ちろん資本主義経済 と比較 にな りませんが 、ある程度機能 を果 た して全
国民 に最低 限の生活 を確保 しました 。しか しその後は社会主義経 済か ら
資本主義経済へ の過渡期 に入 りま して 、これは国家が今 まで確保 した生
活 の基盤が な くなる一方で 、資本主義経済の可能性 もまだ充分には発展
していないために、多 くの人 に とって大変困難な過渡 期 にな りま した 。
その経済的 困難 の影響 で社会主義政権が な くな ってか らも、 「政治難民」
ではな く、いわゆる 「経済難民」がた くさん オース トリァをは じめ 、西
ヨー ロッパへや って きま した 。西の人々は共産主義か らの 「政 治難 民」
に対 しては同情 を感 じま したが 、今や 自由で民主的 な国 にな ってい るは
ず の東欧の国か らの 「経済難民」に対 して は同情的 な態度では な く、冷
静 な態度 を取 っています 。政治家は東 ヨー ロ ッパの経済援助な どの東欧
政策 につ いて きれい ごとは言 って いますが 、西側の庶民の多 くはそれが
実現す るまで に、あるいは それが実 って くるまでに 、東か らの経済難民
が 自分た ちが積 み上 げた経済的 な豊か さを奪い取 りに くるのではないか
と非常 に心配 しています 。
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もう一つ の大 きな問題 、あるいは一番大 きな問題は新民族主義や反ユ
ダヤ人主義の爆発 でご ざいます 。19世 紀 にはハプスブル グ家の支配に対
して東欧 ではパ ンスラブ主義 という全ス ラブ民 族主義が発展 しましたが、
そ うい う思想が いまは もう全然 といっていいほ ど残 っていな いとい うこ
とが 、去年か ら今年の政治変革の前に明 らかにな りま した。 しか し西側
の インテ リが進歩的思想で あると思 った共産主義 の思想 の もとに、 これ
ほ どの古臭 い民族主義や反ユダヤ人主義が残 っていた ことは 、われ われ
に とって本 当に驚 くべ き事実で ござい ます。チ ェコス ロバキアにおけ る
チ ェコ民族 とス ロバキ ァ民族の対立 、ルーマニァでのチ ャウ シェスクの
没落の序曲 ともい えるハ ンガ リー人 とルーマニァ人 の対立 、そ して その
後のルーマニ ァ人 といわゆ るジプ シー民族 との対立 、ブルガ リァで のブ
ルガ リァ人 と トル コ人 との対立 、な どが その例 で ございます 。民族 問題
が一番 大 きな問題にな ってい る国は、ソ ビエ ト連邦 とユ ーゴスラ ビアで
ございます。 これ らの国には民族 の数が大変多 く、両国 とも近 い内 にい
くつかの民族 国家に分裂す るとい う予測 もご ざいます 。チ ェコスロバ キ
アで も、ハ ンガ リーで も、ユーゴスラ ビアの大部分で も、今 までの共産
主義 イデオ ロギーのかわ りに極端 な右翼主義が政治の主流 をなしてい ま』
す。一つ の象徴 的な事例 を あげ る と、 クロァチ ァの首 都 では最 近 また
50年 ぶ りにイ ェラチチ とい う19世 紀の騎士団の リー ダーの記念像が設置
されたそ うです 。 このイ ェラチチ とい う人物は1848年 の市民革命の とき
にハプスブルグ王 の世話人 として彼の騎士団 とともに ウ ィー ンにや って
きて、憎 まれ たハプスブルグ王 を地方へ追 い出 した市民 を打 ち倒 して 、
民主 的革命 を駄 目に した最大の犯罪人の一人で ございます。共 産主義 時
代 にはそ うい う人の記念像 は もちろんみ な廃止 されたのですが、共産主
義 の絶対主義 時代が 終わ り、自由を得て 間もな くイェラチチのよ うな非
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民主 的指導者 の復活活動 をや るクロァチァ人は、本 当に価値規準 を完全
に失 った よ うに私 には見 えます。民族主義や反共産主義 を今の東欧諸国
の主 な価値 にすれ ば、これ らの国々において真の民主主義 はまだ非常 に
遠 い 目標で ある と私 は思 います。少 し長 くな りま したが 、私 は こうい う
政治 的背景 に注意 を払 わないと、これか らの東 ヨー ロッパ諸 国の 日本研
究につ いて もなに も言 えない と思 って いるのです 。
3.変 革後東 ヨー ロッパの 日本研究
東 ヨー ロッパの変革 はハ ンガ リー とポーラン ドを別 とす れば一年前 に
始ま りま したが、前 に言 った よ うにこの変革はまだ終 わ って いませ ん 。
だか らこの変革 が東 ヨーロ ッパ諸国の 日本研究 に どのよ うな影 響を与 え
たか とい うことは今の時点 では非常 に言 いに くい と思います 。 しか し私
が最 初に述べ た変革前 の 日本研究 の特徴や その後簡 単に触れた政治変革
後の動 きか ら、 これか らの東 ヨーロ ッパ諸国の発展についてい くつかの
ことを予測 で きると思います 。
まず最初 に東 ドイツの 日本学 を見て い きましょう。 ドイツ民主共和国
と言 った東独は 、特にホーネ ッカー党委員長の1981年 の 日本訪問の後 日
本学 、日本研究 に非常に力を入れま した。 しか し日本研究 は主 に東ベル
リンの フンボル ト大学や国のアカデ ミーで行 ったので 、地域的 には首都
のベル リンに集 中しました。第二 次大 戦前 にはベ ル リン とは別 にライプ
チ ヒにも 日本学の講座が あ りまして、ウエデマイァや ハ ミチ先生 な どの
有名 な人達が そこで働いて いました。 この十年 間に西 ドイツで 日本学の
講座が大分増 えましたが 、もし東独であった地域 に講座 を増 やす な ら、
ライプチ ヒに戦前の講座 を再建すべ きであ るとい う説 が 日本研究者 の間
か ら盛ん に聞 こえて います 。ライプチ ヒ大学 では数:年前か ら日本語教育
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もあ りますか ら、 日本学の再建の可能性は少な くはないで しょう。 フン
ボル ト大学 はベル リンの大学の中で伝統の ある古い大学 ですか ら廃止 さ
れる心配 はあ りませんが 、ベル リンの両大学で 日本学が今のまま続 くか
どうかは問題で ご ざいます。80年 代 までは フンボル ト大 学の 日本研 究は
主 に文学の研究で したが 、80年 代の半ばか らスタ ッフを前 の何倍かに増
や して 、現代の 日本経済 と 日本社会 の研究 もや り始め るとい う新 しい動
きが あ りま した 。他方で西 ドイツでは 、大学に 日本学 の講座 が急に多 く
な り、 ドイツ政府が東京 にある ドイツ 日本研究所のよ うな機 関まで新設
しましたので 、若 い日本研究者が足 りな くな ってお りま した。そ うい う
関係では東の西への合併は、 ドイツの 日本研究に とって一つ の品種改良
とい う意味が もて ると思います。
東 ドイツの若い研究者は今 まで閉鎖 された世 界に住 んでお り、た とえ
日本語の勉強のた めに 日本 に ある東 海大 学の寮 に来 て も、いつ もだれか
先生がついて いたた めに 自由に動 けませ んで した。三年 ごとに行 われる
ドイツ語文化圏の 日本研究者学会(Japanologentag)に も自由に参 加で
きませんで した。今年の九月にその学会 が ウ ィーンで開催 された ときに、
初めて東独の 日本研究者 も数 人出席 しました。 この人達 はぜ いた くに慣
れた 、大学の多 くの就職機会に甘や か された西 ドイツの 日本研究者 と比
べてハ ング リーで あ りまして 、彼 らが もってい る優 れた 日本語力 を もと
にこれか ら意欲的 に 西 ドイツ側 が彼 らを うま く利用すれ ば とい うこ
とを前提に 大変 いい研 究を してい くと思います 。
その他の国 々に は東 ドイツ と同 じよ うな恵まれた条件 は存在 しない と
思い ます。 もちろん ほとん どの国では国民が 自由に動 けるよ うになった、
あるいは近 い うちになるのですか ら、今いい仕事 を持 っていない東欧の
日本研究者が西 ヨーロッパ、 オース トラ リァ、北米 の各大学 で仕事の空
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きが ある と、応募す る ことも数多 く現れ るで しょう。また、彼 らの 中に
は 日本 に留学 した人 たち も多 いので 、留学時代 に知 り合った 日本人 との
友人 関係 を活か して、 日本 に仕事 を求 めて住み着 きたが る人 も少 な くな
かろ うと思 います 。1968年 の ソビエ ト連邦軍のチ ェコ侵略の前後 に、チ ェ
コの 日本学者 の一部が西側 に移住 したの と同 じよ うに 、今回 もまた 日本
学者 の一部が故郷 を後 に して世界 のいろいろな国に出て行 くことで しょ
う。
以上の ことは学者個人 の動 きとして予測で きることですが 、では 日本
学 ・日本研究 は東 欧諸 国の これか らの研究活動 、大学のなか で どうい う
意 味を持つ で しょうか 。私 は 日本 の経済が世界経済の中で今 と同 じよ う
に重 要な役割 を果 た してい る限 り東欧諸国で も 日本研究が盛 んに行 われ
るだろ うと思います。 しか し日本研究 の中で質的 な変化が起 こるで しょ
う。すでに申 し上 げたよ うに今まで東欧の大学で は、 日本語 の研 究 、あ
るいは教育 と、 日本文学 の研 究、あ るいは翻訳が 日本学の中心で ご ざい
ま した。 しか し資本主義経済 に変 わ るにつれて 、 日本文学の翻訳書 を出
すのはます ます難 しくな るで しょう。 とい うの は、新 聞やテ レビな どの
マス ・メデ ィアに も日本 に関す る情報 が増 えて くる と、 日本への好奇心
が こうい うマス ・メデ ィァによ って満 た され るよ うにな り、日本の小説
は要 らな くな ると思われ るか らです。ソ ビエ ト連邦や ポーラン ド以外の
小 さいマーケ ッ トでは本の値段が高 くなるにちが いあ りませんか ら、 日
本文学の翻 訳書の読者の数は 自然に減 って くるで しょう。こうい う条件
の変化の下では従来通 りの活発な 日本 文学 の翻訳活動 は続 けて いけな く
なるに決ま ってお ります。 そして東欧の各社会が大学 の 日本研究者 に対
して新 しい種類の 日本研究 を求 めるよ うになってい くで しょう。それ は
もちろん 日本の経済 、ビジネス 、マ ネー ジメ ン ト、財政 、な どな どの研
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究で ございます 。この将来 の 日本研究の主流をなすべ き日本経済研 究 と
比べ ると日本 の文化の研究 は副次 的な役割 しか果た さないで しょう。 日
本語教育は もちろん こうい うシナ リオでは 、前 と変 わ らな い重要な位置
を占めると推定で きます。 日本 は戦後 いち早 く貧乏 な国か ら世界一の金
持 ちの国 に変わ りま したか ら、東欧諸 国はこの 日本の成功 を疑 いな く参
考 に したが ることで しょう。他の国に先立 ってハ ンガ リーはや は り国立
アカデ ミーの世界経済研究所で 、しば らく日本経済 、産業 、技術の研究
をや って きました。 そして今年 、この研究所の なか には 「日本研究セ ン
ター」 がで きあが りまして 、ハ ンガ リーの一番優秀 な 日本研究者の二人、
ア ン ドラーシュ ・ヘル ナーデ ィとエー ブァ ・エール リッヒがそ こで活発
に働 いています 。
梅原 猛先生が最近編集 な さった 『日本 とは何 なのか』 とい う本 の 「世
界の 日本研究」 とい う章 で、園田英弘先生はネ ウス トプニー先生の 日本
研究の分類 を再編成 しなが ら、 「日本学」 と 「専門志向的 日本研究」 と
「課題追求的 日本研究」 とい う三つの 日本研 究の アプ ロー チを区別 して
い ます。 「課題追求 的 日本研究 」の基本的動機は研究者の 自国の、あ る
いは国際的な社会 問題 、経済 問題 、政治問題 にある と説 明 してい ます 。
そして園田先生は 「日本学 」の研究 を ドイツや フランスが 、 「専門志向
的 日本研究」 はアメリカが 、 「課題追求 的 日本研究」 は今 までの社会主
義 圏の国 々が代表 して るとお書 きにな っています 。また園田先生は 、東
欧の 日本研究が今後大 きく変化す ることを予想 しています 。つ ま り 「課
題追求 的 日本研究」の必要性が な くなるだろ うと思 われてい るよ うで ご
ざいます 。私 の意 見で は、 この 「課題追求的 日本研 究」 とい う類型 は諸
アカデ ミーの 日本研究 の一部 にはあてはめ られ るが 、従来の社会主義圏
の 日本研究の主流 の類型 としては適 当ではない と思い ます。 しか しすで
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に簡単 にふれたよ うに、社会主義 を後に した国 々には いろいろな社会 ・
経済 ・政 治問題がた くさん現れ て きま したので 、 日本研究者 の多 くは こ
れか ら自分 の国々に貢献す る意 味で こうい う問題 に対す る日本 の解決方
法を研究 してい く、つま り園田先生 の言葉 をお借 りす ると、彼 らは 「課
題追求 的 日本 研究」をや ってい くことで しょう。前 に述べ た経済 研究 、
ビジネス研 究は もちろん この類型 の研究です し、その他 に もこの類型の
研究 に入 る 日本研究がた くさん考 え られ ます。経 済問 題 を別 とす れ ば、
東欧 の どんな国で も最大の問題 になって いるのは 、チ ェルノブイ リの後
みな さん ご存 じの通 りの環境 問題 で ございます。60、70年 代の 日本 で も
環境 問題が 日本の市民の大 きな関心事 で したので 、東欧の 日本研究者 は
日本の環境 問題の解決 な どを自国の参考 にす るために研 究 し始 め るの で
はないか と予 想で きます 。そ して 、官僚主義、民族主義 、マイノ リテ ィ
問題 な どの現 代東 ヨーロッパ諸国の問題 もこれか らの東 欧の 日本研究 に
反映 されて い くと思 われ ます 。明治時代の 日本 人 と似 たよ うに、東欧の
人々 は西 ヨー ロッパの国 々や アメ リカや 日本の経済 水準 に追 いつ くのに
忙 しいか ら、ある種 の贅沢 を表す 日本文化の研 究は この 「課題 追求 的研
究」 と比べ て占め るウエー トは小 さくなるで しょう。 東欧の 日本研究
者の一部 は、今 まで非常 に恵 まれて いて 、 日本に も、西 ヨーロッパに も、
アメ リカに もよ く行 くことがで きました。 しか しその他 の人 々は全然外
国に行 くた めの許可 を もらうことがで きませんで した。私 は去年の十二
月に東京で 開かれた会議で20年 以上 日本研究をや ってい るソ ビエ ト連邦
の一人の優れ た学者 に会 いましたが 、彼はその とき初 めて 日本 に来 られ
た と言 って いま した 。自分が 日本にい ることはかれに とって夢 のよ うで
した。同 じ会議 には何回 も日本に来た ことのあ るソ ビエ ト連邦 の学者 も
いま した。 また 、今 までの ヨー ロッパ 日本 研究協会 の五つの大 きな国際
16
改革後の東ヨー ロッパの日本研究
会議で も、協会が東 欧諸 国の代表者 を呼んだ ときには、いつ も同じよ う
な顔触れで した。あ る国の噂を申 し上 げます と、例 えばユ ダヤ人だ とい
う理 由で数人の 日本研究者 が外 国に行 く許可 を もらえなか った とい うこ
とが あった そうです 。 こうい う不平等 な構造 をな くす こ と、そして東欧
の 日本研究者をみんな一つ の大 きな ヨーロ ッパの ネッ トワークにいれ る
ことは 、ヨー ロッパ 日本研 究協会 、国際交流基金 、国際 日本文化研究セ
ンター 、東海大学 な どの団体や施設だ けで な く、ヨーロッパの 日本研究
者一人一人の これか らの大 きな課題 でご ざいます 。
1991年 の九月にベ ル リンで開催 される国際 日本研究会議は この 目的に
貢献 しうるだろ うとヨー ロッパ 日本研究協会は信 じて います。すでに申
し上 げたよ うに この協会 は1972年 の 日本ペ ン ・クラブの国際 日本文 化研
究会議 を きっかけには じめて具体化 され ました 。私個人の意見に過 ぎま
せ んが、東 ヨー ロッパの 日本研 究者 のた めには今 また同 じよ うな会議 が
必要 とされている と思 います。東 欧の 日本研究者200～300人 が京都に集
まることがで き、 この 日本 の文化 の中心の都市で 日本の学者 と今までは
で きなか った 自由な雰 囲気 で意 見交 換 をす る ことがで きれ ば、 それ は
18年 前 のペ ン ・ク ラブの会議が世界の 日本研究の発展に果た したよ うな
大 きな役割を将来 の東 ヨー ロッパの 日本研究の発展のた めに果たす こと
で しょう。
(1990年12月)
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